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１．大型化するクルーズ船 

 近年、海外からわが国へのクルーズ需要が急速に

高まっており、各船社は大型のクルーズ船を就航さ

せている（表-1）。わが国の各港湾では、大型クル

ーズ船に対応した施設の整備・検討や、既存施設に

おける受入れ方策について検討が行われている。 

表-1 日本に入港した／想定される大型クルーズ船 

 

 

 

 

 

２．船舶の入港に必要な水域施設  

船舶が入港するには、対象船舶の安全な航行、回

頭のため十分な幅や広さを持った航路・泊地が必要

となる。港湾の技術基準1)では、対象船舶及び航行

環境が特定できない場合、船舶が行き会う可能性の

ない航路については、船舶の全長の0.5倍以上の適切

な幅とする（ただし全長を下回る場合は安全な航行

を図るための十分な対策を検討する）旨記載されて

いる。また回頭泊地については、十分な推力を有す

るスラスターを利用した場合等は、全長の2倍を直径

とする円を用いることができる（ただし対象船舶の

諸元、運動性能等が明らかな場合は、これより小さ

い値を用いることができる）旨記載されている。 

３．大型クルーズ船に必要な水域施設の検討 

近年の大型クルーズ船は、ポッド式の推進器（図

-1）や強力なスラスターを備え、操船性能が向上し

ていると言われる。当研究室では、これらの船舶に

必要な航路・泊地の規模について検討を行っており、

技術基準等を通じて、船舶・海上輸送のニーズに合

った港湾計画策定等に寄与することを目指している。 

 

 

 

 

図-1 船舶の推進・操船方式 

①操船シミューションによる航路・回頭泊地の検討 

船舶の挙動をリアルタイムで再現できる操船シミ

ュレーターにより、船長経験者や水先案内人など海

事関係者の立会いのもと、大型クルーズ船（22万総

トン級・14万総トン級）の操船を再現し、航路・回

頭泊地規模について検討を行った。 

 

写真-1 操船シミュレーターによる実験の様子 

②ポッド推進式船舶に対応した航路幅算定方法の検討 

 技術基準1)においては、対象船舶及び航行環境を

特定できる場合の航路幅の算定方法を示している。

現在はこの算定方法は、プロペラと舵による推進・

操船方式（図-1）に対応したものとなっている。一

方で近年の大型クルーズ船では、ポッド式推進器を

装備していることから、これら船舶に対応した航路

幅の算定方法を検討している。 

４．おわりに 

今後とも大型化・操船性能の向上に対応した航路

幅と回頭水域について検討を進めていきたい。 

☞詳細情報はこちら 

1) 港湾の施設の技術上の基準・同解説 pp.764-807 

3.
生
産
性
革
命
（i

-
C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n

の
推
進
、
賢
く
使
う
）

研究動向・成果

421

大型クルーズ船に対応した水域施設の 
研究
（研究期間 ： 平成 29 年度～）

港湾研究部　港湾計画研究室　港湾計画研究室長　山形　創一　主任研究官　岩崎　幹平

（キーワード）　クルーズ船、航路、泊地　

- 139 -- 139 -




